
（1） 令和３年３月　　第７７号

今井吉之助さんのブド

ウ園（善光寺町）

全国各地から研修に訪

れる圃場です。

有賀さん・池田さん

ご家族（山宮町）は、

生食だけでなく、ド

ライフルーツも手掛

けています！

温暖化であまり見か

けなくなった凍結防

止対策です。

（有賀さん）

池田さん夫妻有賀さん夫妻
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農地等の利用の最適化の推進に関する指針を見直しました
　甲府市農業委員会が農地等の利用の最適化の推進に取り組むため、農業委員会等に関する法律第7条第1項に基

づく指針として、平成29年に具体的な目標と推進方法を定め、この指針で定めた目標を達成できるよう活動に取り組んで

まいりましたが、農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選期ごとに検証・見直しを行うこととされています。

　甲府市農業を牽引する、農業経営の拡大に意欲的な農業者が作成する５年後を

目指した農業経営発展計画を市が認定するものです。個人経営体・法人経営体・

企業経営体ごとに一定以上の売り上げを目指すとともに、本市農業の維持・発展

や、新規就農者をはじめとする担い手の育成に対する取り組みなどを総合的に判断

し、審査会の意見を聴取する中で認定を行います。

　甲府市で創設した「甲府市プロファーマー経営発展支援事業補助金」により、経営発展のために行う農業機

械・施設の整備やAIやIoTなどの最先端農業機械・システムの導入、農業技術の向上・経営高度化のための

研修等に係る費用について、予算の範囲内で事業の４分の１以内の補助を受けられます。

� �就農支援課　☎︎（241）5616

プロファーマー認定制度

遊休農地の発生防止・解消

担い手への農地利用集積・集約化

新規参入の促進

プロファーマーに認定されると、以下の補助が受けられます

１

2

3

年　度 農地面積 遊休農地面積 遊休農地割合 具体的な推進方法

令和2年4月 1,200ha 36ha 3.0％ 　農地法の規定による利用状況調査及び利用意向調

査の実施方法について協議・検討し、調査の徹底を図り

ます。また、利用意向調査の結果に基づき、農地所有者

及び農業者の意向を踏まえ、農地中間管理機構等へ貸

付を行います。

令和5年4月
(3年後の目標)

1,200ha 18ha 1.5％

令和8年4月
(6年後の目標)

1,200ha 0ha 0％

年　度 農地面積 集積面積 集積率 具体的な推進方法

令和2年4月 1,200ha 299ha 25.0％ 　農業経営基盤強化促進法に基づく利用権の設定に

よる農地の貸借を促進し、担い手への積極的な農地利

用を図ります。また、農家の意向を踏まえ農地中間管理

事業の活用について、山梨県農地中間管理機構と連携

し、検討を行います。

令和5年4月
(3年後の目標)

1,200ha 330ha 27.5％

令和8年4月
(6年後の目標)

1,200ha 360ha 30.0％

年　度 新規参入経営体数 新規参入経営体取得面積 具体的な推進方法

令和2年4月
24経営体
3法人

10.1ha
0.7ha

　関係機関と連携し、新規参入経営体への相談会等に

おいて就農希望者への様々な情報を提供しサポート体

制を整え確保に努めます。また、農地銀行等を活用し、

農地の斡旋やマッチング活動に努め、新規参入経営体

の定着を図るため参入後のフォローアップに努めます。

令和5年4月
(3年後の目標)

36経営体
5法人

13.4ha
1.0ha

令和8年4月
(6年後の目標)

48経営体
7法人

16.7ha
1.3ha



（3） 甲府市農業委員会だより 令和３年３月　　第７７号

〇農業委員会では、 毎月の定例総会で、 各種申請や届け出の許可決定を行っています。

　【定例総会】（令和 2年 4月～令和 2年 12 月）

　　�　4 月 28 日、 5 月 29 日、 6 月 29 日、 7 月 29 日、 8 月 28 日、 9 月 29 日、 10 月 30 日、

11 月 27 日、 12 月 25 日

　【定例総会で決まった案件】

〇�農地利用状況調査は、 農業委員 ・ 農地利用最適化推進委員 ・ 農地銀行推進員 ・ 一般農家

の方々の協力を得て、 毎年 9月に行っています。

　【利用状況調査結果】（令和 2年 11 月末現在）

耕作目的の売買・賃貸 （�3条許可） 7件 7,203.21㎡ （0.72ha）

市街化区域以外の転用 （�4�、�5�条許可） 60 件 49,772.92㎡ （4.98ha）

市街化区域内の転用 （�4�、�5�条届出） 95 件 50,391.96㎡ （5.04ha）

利用権の設定

新　　　規 47件 77,952.66㎡ （7.80ha）

再��設��定 128件 204,372.92㎡ （20.4ha）

解　　　約 27件 32,586.00㎡ （3.26ha）

相�続�税�納�税�猶�予 4件 9,424.00㎡ （0.94ha）

調�査�実�施�対�象 45,854 筆 17,524,785.52 ㎡ （1,752.5ha）

うち遊休農地状況 675 筆 244,633.64 ㎡ （� � �24.5ha）

作物 用　途 区分等 金額 （円） 単　位

稲

作

耕起代かき
山間地 14,100

１０ａ当たり
平坦地 13,100

耕　起
山間地 8,600

１０ａ当たり
平坦地 8,000

代かき
山間地 8,600

１０ａ当たり
平坦地 8,000

機械田植

（苗代別）

山間地 10,300
１０ａ当たり

平坦地 9,500

稲刈機械 （バインダー） 10,000
１０ａ当たり

（結束ヒモ付き）

脱穀機械

（ハーベスター）

山間地 9,500
１０ａ当たり

平坦地 9,000

稲刈・脱穀 （コンバイン） 19,000
１０ａ当たり

（乾燥まで）

果樹 （剪定） 13,000 １日当たり

ブドウの棚補修 16,000 １日当たり

一般農作業 900 １時間当たり

備

考

(1)　�本表は、 標準的な料金を示すものであり、 圃場の
条件や作業条件などを勘案して当事者間の協議に
より決定することを前提としております。 なお、 上記
以外の作業についても協議のうえで決定ください。

(2)　燃料は、 請負者持ちです。
(3)　標準額は、 消費税込みです。

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

水　稲
旧甲府市 (平坦地 ) 12,000 22,300 6,800

旧中道町 11,100 13,300 9,500

野　菜
旧甲府市 (平坦地 ) 10,900 17,000 3,800

旧中道町 10,100 12,700 6,200

ナ 　ス
旧甲府市 (平坦地 ) 13,200 21,500 5,700

旧中道町 9,200 12,400 6,200

ブ ド ウ

旧甲府市 (平坦地 ) 17,500 31,600 6,200

旧甲府市 (山間地 ) 16,400 25,200 10,000

旧中道町 10,900 14,000 9,700

モ 　モ 旧中道町 10,500 17,000 7,500

甲 府 市 賃 借 料 情 報令和３年度  農業臨時雇賃金等標準額

　令和２年に告示された農地賃貸借契約における賃借

料は次のとおりです。 （10 ａ当たり）

� （単位：円）

（注1） �地域区分がない作物は、 当該期間での賃借デー

タがありませんでしたので、 他地域を参考にしてく

ださい。

（注 2） 野菜にはスイートコーンが含まれます。

農業委員会活動報告
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昨
年
は
６
月
11
日
か
ら
８
月

１
日
ま
で
の
梅
雨
期
間
に
平
年

の
３
倍
近
い
降
水
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
期
間
の
日
照

時
間
は
平
年
の
６
割
程
度
で
、

長
雨
と
日
照
不
足
の
影
響
で
モ

モ
で
は
せ
ん
孔
細
菌
病
、
ブ
ド
ウ

で
は
晩
腐
病
や
ベ
と
病
、
黒
と

う
病
な
ど
様
々
な
病
気
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
晩
腐
病
は
巨
峰
・
ピ

オ
ー
ネ
な
ど
黒
系
品
種
を
中
心

に
県
下
全
体
で
発
生
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
晩
腐
病
に
感
染
し
た

果
実
は
黒
く
し
ぼ
み
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
斑
点
が
発
生
し
ま
す
。
巨

峰
・
ピ
オ
ー
ネ
の
本
年
の
出
荷

量
は
前
年
よ
り
２
割
以
上
減
少

し
、
中
に
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
で
き

な
か
っ
た
園
も
あ
り
ま
し
た
。

　

晩
腐
病
の
発
生
生
態
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
晩
腐
病
の
病
原

菌
は
果
梗
の
切
り
残
し
や
結
果

母
枝
、
巻
き
ひ
げ
等
の
組
織
内

で
越
冬
し
ま
す
。
５
月
中
下
旬

頃
、
平
均
気
温
が
15
℃
程
度
に

な
り
、
雨
で
濡
れ
る
と
胞
子
の

形
成
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
胞

子
が
病
気
を
広
げ
ま
す
。
胞
子

は
雨
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
幼
果
に

触
れ
る
と
侵
入
し
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
時
点
で
は
幼
果
に
病
気

の
症
状
は
ほ
ぼ
現
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
幼
果
に
は
病
原
菌
の
活

動
を
抑
え
る
酸
が
多
い
た
め
で

す
。
着
色
期
以
降
に
糖
度
が

上
昇
し
、
酸
が
減
少
す
る
と
発

病
し
ま
す
。
昨
年
の
よ
う
に
成

熟
期
に
降
雨
が
多
い
と
、
発
病

し
た
果
実
か
ら
他
の
果
実
へ
と

次
々
に
感
染
が
広
が
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

�

【晩
腐
病
に
感
染
し
た
果
房
】

　

昨
年
晩
腐
病
が
多
発
し
た
こ

と
で
、
ほ
場
内
に
病
原
菌
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
原
菌

が
冬
を
越
す
と
、
翌
年
も
感
染

が
広
が
り
や
す
く
な
り
、
防
除

も
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

冬
の
時
期
に
病
原
菌
の
越
冬
す

る
量
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
こ
で

は
、
休
眠
期
か
ら
春
先
に
で
き

る
防
除
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

病
気
の
防
除
は
、
栽
培
管
理

に
よ
っ
て
病
原
菌
を
除
去
す
る

耕
種
的
防
除
と
、
農
薬
に
よ
る

化
学
的
防
除
を
総
合
的
に
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
、
耕
種
的
防
除
で
す
が
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
病
原
菌
は

果
梗
の
切
り
残
し
や
巻
き
ひ
げ
、

犠
牲
芽
剪
定
に
よ
り
枯
れ
た
部

分
な
ど
で
越
冬
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
剪
定
時
に
こ
れ
ら
を
可
能

な
限
り
取
り
除
く
こ
と
で
病
原

菌
の
密
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

５
月
以
降
の
感
染
が
広
が
る

時
期
で
は
、
雨
水
を
果
房
に
当

て
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
感
染
し
や
す
い
１
回
目

の
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
後
に
で
き
る

だ
け
早
く
ロ
ウ
引
き
の
カ
サ
を
か

け
る
ほ
か
、
摘
粒
が
遅
れ
る
場

合
は
先
に
仕
上
げ
の
カ
サ
を
か

け
る
こ
と
で
、
果
房
を
病
原
菌

か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
着
色
期
以
降
に
な
る

と
オ
レ
ン
ジ
色
の
液
体
が
現
れ
た

発
病
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
二
次
伝
染
の
も
と
に
な
る
た

め
、
定
期
的
に
ほ
場
を
巡
回
し
、

発
病
果
を
取
り
除
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

な
お
、
耕
種
的
防
除
に
よ
っ

て
取
り
除
い
た
巻
き
ひ
げ
や
発

病
果
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

園
外
に
持
ち
出
し
て
埋
め
る
な

ど
適
切
に
処
分
し
ま
す
。

　

発
生
が
ひ
ど
い
園
で
は
、
袋
か

け
栽
培
や
簡
易
雨
よ
け
の
導
入

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
剤
防
除
に
つ
い
て
は
、
発
芽

前

（
３
月
中
旬
～
４
月
上
旬
）

お
よ
び
一
次
感
染
期

（
５
月
中

旬
～
６
月
中
旬
）
の
防
除
が
重

要
で
す
。
と
く
に
、
昨
年
の
よ

う
に
雨
天
が
連
続
し
、
散
布
間

隔
が
開
い
て
し
ま
っ
た
り
、
散
布

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
被
害
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
の
時
期
の
薬
剤
散
布
も
、

使
用
時
期
、
使
用
回
数
を
厳
守

し
、
か
け
ム
ラ
が
な
い
よ
う
丁
寧

に
散
布
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

晩
腐
病
は
収
量
を
左
右
す
る

重
要
な
病
気
で
す
が
、
こ
れ
ら

の
防
除
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
よ
り
よ
い
品
質
の
も
の

を
多
く
生
産
す
る
た
め
、
対
策

の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

【
晩
腐
病
菌
の
伝
染
源
と
な
る
果

梗
の
切
り
残
し
】

ブ
ド
ウ
晩
お
そ
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
の
発
生
状
況

ブ
ド
ウ
晩
腐
病
の
対
策

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）　
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『
ブ
ド
ウ
園
に

就
農
し
て
思
う
こ
と
』　

�

農
業
委
員　

池
田　

哲
郎

 

【
現
在
の
状
況
】

　

私
は
就
農
し
て
６
年
目
、
甲
府

市
山
宮
町
で
ブ
ド
ウ
栽
培
を
し
て

い
ま
す
。
当
初
は
山
梨
県
果
樹

試
験
場
に
て
２
年
間
の
研
修
、
そ

の
後
は
義
父
が
経
営
す
る
山
宮
町

の
圃
場

（
80
ａ
）
で
農
業
に
従
事
。

ま
た
、
個
人
と
し
て
も
昨
年
よ
り

韮
崎
市
に
て
圃
場

（50
ａ
）
を
新

し
く
借
り
、
営
農
し
て
い
ま
す
。

　

元
々
、
県
外
で
銀
行
員
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
妻
の
実
家
が
ブ
ド

ウ
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
自

分
自
身
で
農
産
物
を
作
り
出
す

魅
力
に
惹
か
れ
農
業
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
山
宮

町
の
圃
場
で
は
ブ
ド
ウ
約
40
品
種

の
栽
培
を
し
て
お
り
、
主
に
自
農

園
の
売
店
に
て
直
売
や
宅
配
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10

年
ほ
ど
前
よ
り
干
し
ブ
ド
ウ
や

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
製
造
・
販

売
も
農
園
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

 

【
農
園
の
課
題
】

　

就
農
か
ら
こ
れ
ま
で
に
課
題
と

し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、

①�

コ
ロ
ナ
渦
で
首
都
圏
か
ら
の
来

客
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

既
存
顧
客
の
高
齢
化

②�

近
年
の
気
候
変
動
の
中
で
天
候

不
順
と
な
る
年
が
多
く
、
ブ
ド

ウ
の
着
色
不
良
や
病
害
が
発

生
し
収
量
が
減
少
し
て
し
ま
う

リ
ス
ク

③�
山
宮
町
圃
場
付
近
に
て
宅
地

化
が
進
ん
で
お
り
規
模
拡
大
が

難
し
い
こ
と
や
優
良
な
農
地
を

借
り
ら
れ
な
い
こ
と

④�

市
街
化
区
域
内
の
農
地
で
あ

る
た
め
固
定
資
産
税
が
高
額
に

な
る
こ
と

　

な
ど
、
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ

て
み
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

 

【
こ
れ
か
ら
目
指
す
こ
と
】

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

①�

コ
ロ
ナ
渦
も
あ
り
２
０
２
０
年

よ
り
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
。

今
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
を
強

化
、
新
規
顧
客
の
開
拓

②�

ベ
テ
ラ
ン
農
家
訪
問
や
研
修
会

で
の
技
術
習
得
。
ま
た
I
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
て
栽
培
環
境
を

デ
ー
タ
化

③�

農
地
情
報
の
収
集
。
ま
た
、

規
模
拡
大
が
難
し
い
場
所
で

あ
る
た
め
、
加
工
品
製
造
に

よ
り
高
付
加
価
値
化

④�

生
産
緑
地
制
度
の
活
用
。
都

市
農
業
基
本
法
の
制
定
に
よ

り
、
東
京
や
大
阪
、
愛
知
と

い
う
三
大
都
市
圏
以
外
に
も
、

静
岡
県
や
和
歌
山
県
な
ど
に

も
こ
の
制
度
が
広
が
っ
て
お
り
、

情
報
収
集
を
行
う
こ
と

　

農
業
は
栽
培
技
術
か
ら
販
売

ま
で
多
く
の
知
識
や
技
術
が
必

要
に
な
る
た
め
悪
戦
苦
闘
し
て
い

ま
す
が
、
と
て
も
魅
力
の
あ
る
産

業
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て
情
報

収
集
中
の
た
め
、
ご
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

arug
aberryfarm

@
g
m
ail.co

m

　

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・
農

作
物
・
剪
定
枝
な
ど
の
焼
却
は
、

野
焼
き
が
可
能
で
す
が
、
煙
や

悪
臭
な
ど
で
近
隣
住
民
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
野
焼
き
後
は
、

確
実
な
消
火
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

就
農
支
援
課

☎

（２
４
１
）
５
６
１
６

農
地
転
用
の
際
は
、

農
業
委
員
会
に
ご
相
談
を
。

◇
農
地
転
用
と
は
…

　

田
・
畑
・
樹
園
地
を
住
宅
・

駐
車
場
・
資
材
置
場

（
一
時

転
用
含
む
）
な
ど
、
農
地
以

外
の
用
途
に
変
更
す
る
場
合
、

許
可
が
必
要
で
す
。

〇�

農
地
法
第
４
条
…
所
有
者

自
ら
が
農
地
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
場
合
。

〇�

農
地
法
第
５
条
…
所
有
者

以
外
が
農
地
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
場
合
。

　

近
年
は
、
モ
モ
の
せ
ん
孔
細

菌
病
や
ブ
ド
ウ
の
晩
腐
病
な
ど

の
大
発
生
で
著
し
く
収
入
が
落

ち
込
む
な
ど
、
農
業
経
営
に

は
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

リ
ス
ク
に
備
え
て
農
業
経
営
を

守
る
た
め
、
収
入
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

『
加
入
条
件
』

　

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者

『
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
』

①�

基
準
収
入
の
８
割
以
上
の
収

入
が
確
保
さ
れ
る

②�

保
険
料
等
に
国
の
手
厚
い
補

助
が
あ
る

③�

大
き
な
損
害
発
生
時
に
は
、

無
利
子
の

「
つ
な
ぎ
融
資
」

が
受
け
ら
れ
る

�

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
中
央
支
所

☎
０
５
５
３

（２
２
）
５
０
５
６

農
業
委
員
と
農
業
者
の
エ
ッ
セ
イ
集

農
感
記
第
三
十
六
集

無
断
転
用
は

　
違
法
行
為
!!

支払率（９割を上限として選択）

基準収入

自己責任部分

積立方式で補てん

保険方式で
補てん

保険期間
の収入

１００％

９０％

８０％

収 入 が
ゼ ロ に
なっても
補てん

収
入
減
少

野
焼
き
時
の
注
意

も
し
も
の
時
の「
収
入
保
険
」
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相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
は
、

農
業
経
営
の
存
続
を
税
制
面
か

ら
支
援
す
る
制
度
で
す
。
被
相

続
人
か
ら
農
地
を
相
続
し
、
継

続
し
て
農
業
経
営
を
行
い
制

度
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

一
定
の
相
続
税
の
納
税
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
、
こ
の
制
度
を
受
け
て

い
る
方
は
、
特
例
農
地
の
譲
渡
・

贈
与
・
転
用
・
遊
休
農
地
他
・

農
業
経
営
の
廃
止
・
継
続
届
出

書
の
不
提
出
、
ま
た
他
の
要
件

に
よ
り
制
度
が
打
ち
切
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
不
十
分
な
老
後
の
生

活
費
を
農
業
者
が
年
金
の
形
で

受
給
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、

条
件
に
よ
り
国
の
補
助
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
。

　
◇
◇
加
入
条
件
◇
◇

◎
国
民
年
金
・
付
加
年
金
加
入
者

◎
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

◎
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
す

る
方
は
、
農
地
銀
行
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
農
地
は
市
街
化
区

域
を
除
く
区
域
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
の
受
付
は
、
毎

月
10
日

（
休
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
が
締
切
り
で
す
。

　

10
年
以
上
の
賃
借
を
行
う
場

合
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補

助
事
業
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

に
よ
り
、
貸
し
手
に
補
助
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（
農
地
は

農
振
農
用
地
区
域
内
に
限
り
ま

す
）

　

昨
年
は
、
大
き
な
台
風
被
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
照
不
足

や
長
雨
・
凍
霜
害
な
ど
に
よ
り
、

初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の
農

作
物
に
多
大
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
し
っ
か
り
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

初
春
か
ら
春
期
の
朝
の
冷
え

込
み
で
発
生
。
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
や
不
織
布
、

む
し
ろ
な
ど
保

温
効
果
の
高
い

被
覆
資
材
に

よ
る
予
防
。

　

春
期
の
高
温
や
、
初
夏
の
低

温
・
多
雨
な
ど
に
よ
り
発
病
。

暴
風
対
策
や
薬
剤
散
布
・
枝
病

斑
の
せ
ん
徐
等
総
合
的
な
防
除

が
必

要
。

詳

し
く
は
Ｊ
Ａ
や

農
薬
の
販
売

店
に
ご
相
談
を
。

　

※
普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

(

Ｐ
４)

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

農
業
者
の
経
営
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
月
４
回
、
毎
週
金
曜
日
発

行
、
購
読
料
月
額
７
０
０
円
。

山
梨
県
農
業
会
議

☎︎
（２
２
８
）
６
８
１
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
終
息

が
見
え
ず
、
多
く
の
業
界
で
苦

渋
を
舐
め
る
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
結
果
が
公
表
さ
れ
、
自

営
農
業
者
は
こ
の
30
年
で
半
分

以
下
と
な
っ
た
反
面
、
法
人
と

新
規
就
農
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

先
日
、
若
い
新
規
就
農
者
と
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
未
来

の
農
業
を
担
う
人
た
ち
の
夢
が

か
な
う
、
山
梨
の
農
業
環
境
と

な
る
事
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

編
集
委
員  

落
合
洋
子

　土屋　正人  様

　令和２年度の 「甲府市農業賞」 は、

上曽根町の土屋正人氏が受賞され

ました。

　県内では、 いち早くナスのハウス栽

培に取り組み、 改良を重ね、 単為

結果するナス （あのみのり） の栽培

技術を実現しました。 また、 かんがい用水が利用できなくなっ

たエリアに、 地元の有志が出資した地下水のポンプアップによ

る水稲栽培に尽力し、今も継続しています。

　現在は、災害に強い経営形態を目指し、小松菜、スイートコー

ンのハウス栽培や、 露地の秋ナスを栽培する一方、 国内外か

らの研修生を受け入れ、 修了生は県内での就農や、 自国で

農業指導者として活躍するなど、 担い手の育成にも貢献され

ています。今後も本市農業振興へのご活躍を期待しております。

甲府市農業賞受賞おめでとうございます。

注
意
喚
起

全
国
農
業
新
聞
購
読
者
募
集

凍
霜
害

（
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
等
）

晩
腐
病
（
ブ
ド
ウ
）

せ
ん
孔
細
菌
病（
モ
モ
）

編

集

後

記

(一文字単梢、雨除け)

相
続
税
の
納
税
猶
予

お
よ
び
注
意
事
項

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎︎ 
（
２
３
７
）
５
８
９
２

農
業
者
年
金
に
ご
加
入
を

農
地
中
間
管
理
機
構
制
度

農
地
銀
行
の
ご
利
用
を


